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、
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F
I十、

地
球
川
県
域
問
題
は
凹
β
f
w
会
が
山
一

mrる
比
一
地

ω脅
威
て
め
る
と
り
刃
同
誌
は
一
般
化
し
f
v
一
」
の
問
、

一
凹
問
及
び
多
数
凶

問
の
環
境
保
渓
条
約
は
飛
躍
的
に
増
加
し
、
そ
の
規
制
策
凶
も
拡
大
し
て
い
る
〈
」
と
り
わ
け
、

九
九
二
イ
の
り
す
会
議
ゃ
ん
ノ
椛
し
仁
｛
ザ

亡
、
地
球
団
峨
境
保
護
伊
国
深
紅
白
心
共
通
利
益
！
と
位
置
づ
け
て
、
持
続
可
艇
な
開
発
の
実
現
ユ
γ
ド
的
、
r
ず
る
多
数
回
附
環
抗
保
護
条
約

が
成

y
－
ん
は
ば
出
遍
的
な
怒
し
ん
と
注
成
、
d

て
い
る
（

い
る
こ
こ
の
よ
う
な
条
約
に
基
づ
く
各
戸
数
日
明
治
力
は
、
新
た
な
規
約
一
意
識
の
ぺ
i
d
と
相
寸
ヰ

」
れ
ら
諸
条
約
ば
効
門
市
的
な
治
安
、
ぬ
の
た
め
の
伝
刊
の
エ
ア
続
及
び
制
乏
を
作
文
ノ
Z
人

町
、
自
作
的
レ
ジ
下
ム

立
的
に
ぷ
白
山
1
1

今
日
に
は
碍
い
ん
じ
一
い
う
法
益
が
傾
域
的
な
↓
格
調
整
の
司
埼
右
折
魁
え
て
、

4
t
H
例
的
利
需
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

アヘ
L
O

L
j〆巴こ

の
よ
』
つ
に
、

現
代
JE際
件
、
は
伝
統
的
店
頭
際
法
と
は
異
な
り
、

際
ti: ，、
~、

／去、

体
(j) 

主主 過
と千~
~（ ,,, 

祉を
I机みJ
i 川、

と吟
I~ 
Jイ－ -

らの
hi.夫
、王＼！

共有J
7並 i斗
れる
五，f 丈
』こみt;
些 0)

法
制
度
を
包
む
よ
う
に
な
、
ノ
て
寺
た
－
こ
の
よ
う
以
条
約
は
ー
凶
際
札
会
心
刺
激
化
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づ
さ
、
〕
門
家
の
規
制
権
限
の
惚
従
的
統
〈
H
を
E
指
す
と
い
っ
返
制
の
性
質
に
、
公
法
的
な
国
際
法
秩
序
の
而
井
口
γ
一
読
み
と
る
と
乙
も
吋

設
で
あ
る
。

J、
l附

も
コ
と
う
色
、
多
数
回
河
環
山
担
保
議
条
約
は
マ
て
の
干
主
当
利
回
に
h
い
て
点
、
集
稔
性
に
お
い
て
点
、

U
門
的
公
法
に
匹
敵
－
J
司
令
ふ
の
で
は

な
い
u

た
千
JA
、
出
際
社
会
乃
夫
多
数
の
一
出
i

々
が
参
加
し
た
ら
〕
L
7
i九
段
密
に
は
普
通
約
を
ー
欠
き
、
第
一
一
者
効
々
が
認
め
ら
れ
な
い

－A
f
、
り
て
の
妥
当
範
匹
は
部
分
的
↑
f

よ
め
る
ハ
ま
に
、
法
定
斗
及
び
J

川崎
i
h確
阪
は
い
ず

J

れ
も
条
約
杭
庄
内
と
け
山
一
込
山
、
定
返
杭
に
お
い
と
れ

わ
れ
る
か
、
を
の
決
定
時
民
権
吋
ケ
可
欠
さ
、

締
約
「
刊
の
な
川
h
h
v
一
乗
打
越
え
て
一
松
制
一
世
わ
包
帯
び
る
と
正
で
は
己
レ
が
な
い
。
汽
ら
に
、

対
外
的
関
係
に
お
い
て
、
川
相
殺
の
内
伊
前
広
忠
を
峰
山
定
し
、
当
該
条
約
祇
皮
又
は
内
宮
市
川
に
法
人
絡
を
抱
d

疋
で
き
る
か
と
工
つ
点
に
は
叩

L、

〆
ヤ

τ
i
J
f
L

、
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7
4刀

v

八ム出一的

ん日
i

し
川
が
つ
集
権
的
日
体
作
力
基
盤
の
ん
行
一
一
古
前
提
と
す
る
概
念
て
は

ド
［
時
怜
と
は
、

｝
」
、
」
日
r
L

Jよ

子
む
仏
イ
リ
訪
は
第
一
表
的
に
は
締
約
四
の
自
民
化
的
協
ハ
ゾ
に
依
古
し

討
議
を
連

む
十
ド
当
性
は
問
怖
か
れ
ス

「

0
七

2
M
1
2戸
内
一
向
丘
）

し
て
、
そ
心
部
皮
、
一
試
み
ら
れ
る
推
論
的
な

4
γ
M
J
ひ
り
〉
〕
ト
日
l
hザ
A
V
J

、
一
の
よ
う
な
条
約
実
践
は
、
同
際
＋
仏
学
者
の
み
な
、
り
ず
、
国
際
関
係
論
心
研
ん
ん

ιら
の
一
間
川
、
心
を
門
ひ
、

行

公
共
同
制
究
が
逢
め
、
り
れ
た
一

ト
巴
〉
f
z
J

、だ

O
℃

L

L

選
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安L
対ミ

約
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王寺
十↓
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t目
標
〉

｛才
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ペコ
けー
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件」ー
で十
日程二
lポ

日ヲ

ト

l立

岡
市
忽
の
、
虐
J
を

昔

R
T
く
多
稔
な
安
肉
の
因
果
的
、
文
一
面
的
な
械
討
が
行
口
れ
C
い
る
c

こ
の
「
て
っ
た
社
会
科
ユ
十
人
的
方
法
に
は
ん
つ
く
送

γヘ
胴
は
、
「
＃

か
れ
た
以
」

Z
M
F
S
T
立
与
、
一
こ
し
て
の
ん
だ
約
そ
れ
司
体
で
は
河
く
、
条
約
が
A
J
同
山
す
司
会
関
係
／
了
二
し
の
レ
ジ
ー
山
へ
の
凶

いわ
r
一
牛
起
し
、
従
来
の
国
際
法
で
は
T

川
町
視
と
さ
れ
f
L

い
た
イ
ノ
ワ
ォ
ー
マ
ル
な
制
勺
え
や
、
川
家
以
外
山
’
発
吹
い
な
行
為
t
体
の
役
A
m
J
q

羽
野
に
人
れ
る
耕
ー
～
日
研
究
＋
刀
法
り
可
能
性
ι～
仁
川
河
い
て
い
る
口
た
は
ブ
ロ
ン
J

ク
l
ウ
湾
、
心
z
f
一
呼
ん
だ
り
は
、

科
リ
ハ
子
氏
・
令
市
川
ιr
リ
日
連

，v
般
市
山
が
、
羽
い
弘
元
と
批
維
L
た
伝
統
的
な
税
引
ん
相
山
内
に
対
す
る
方
法
論
的
な
挑
浅
乙
し
て
、

8
一

え
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
c

パ
川
際
法
一
子
若
心
一
一
111
ズ
に
｛
止
符
豆
、
山
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〕
か
、
三
吉
ご

1

進一
J
L

の
抗
野
一
は
何
か
と
い
う
問
い
が
、
台
型
的
、
戦
中
市
的
な
崖
択
問
題
に
楼
小
ρ
W
J
C

れ、

】
ノ
）
ラ
イ
ド
を

山

d
す
る
ぞ
ー
の
の
制
度
設
計
に
門
市
町
「
る
な
ら
ば
、
川
正
予
渋
ζ
1
）
て
、
同
ま
の
行
為
を
胤
定
ず
る
川
川
市
件
を
き
J
U

明
ず
る
契
険
は
矢
わ
れ

る
」
附
際
凶
一
係
論
の
論
者
ら
は
法
ν
三
」
の
仰
の
国
際
規
制
こ
を
山
川
町
情
に
い
別
立
ず
、
法
の
効
果
を
附
47
心
行
為
の
外
的
い
臥
m
訟
に
基
つ
い

て
解
明

L
寸「

ζ

試
み
ー
「
引
、
こ
け
よ
う
に
、
法
心
規
範
的
変
レ
性
や
、
各
線
な
志
味
付
昨
日
川
用
を
粁
視
ず
る
慾
吹
は
、
パ
川
］
際
法
一
子
心

d
己

認
識
に
弔
問
｝
怖
を
J
3
1

～

τ
一年比
J
V
J同

i

は
7

山
際
法
げ
J

宥

日
向
山
と
は
〆
，

k

。

た
こ
え
ば
、
一
司
家
は
状
況
に
わ
じ
て
、
総
々
な
要
m川
十
一
刻
案
し
亡
、
内
宮
守
す
る
か
ぎ
か
を
決
定
「
る
の
で
あ
り
、

ムぴ

［
、
例
巾
市
ふ
れ
ど
よ
主
導
き
出
す
こ
と
は
不
け
J

能
で
お
る
と
お
？
怖
さ
れ
て
い
司
る
し
ま
た
、
一
椴
！
以
前
な
一
吟
勾
J

心
同
時
刊
に
つ
レ
て
、
（
百
人
や

の
要
因
守
山
付
1

℃

企
業
と
い
っ
た
受
認
者
に
よ
る
注
反
心
有
川
と
を
の
詩
史
同
古
絞
り
、
そ
の
成
言
主
目
指
す
と
い
う
次
々
イ
ル
は
、
氏
が
主
計
五
官
で

r る

彼 l"I
つ考え
i土 οJ
国 r"'
＇＂＂「寸
ぷJ~· 
鞄介
治主 し

し成
作山
るす
りる
（主 1fl 
外際
交社
三里 会
務に

家
カ通
十d

ノ切

の
ず
、
外
交
山
長
持
者
の
認
識
と
実
践
J

？
：
此
山
政
し
て
い
台
い
と
の
批
判
b
為

的
化
す
る
か
の
よ
う
な
送
守
論
な
批
叫
し
、

い
2
い
う
収
実
的
な
見
地
か
ら
一
、
伝
乞
円
己
け

凶
門
家
が
国
際
い
い
に
ハ
午
、
ノ
か
小
川
か
は
r
L
合
的
な
政
浪
判
断
に
よ
る
と
陣
痛
「
る
つ

三
」
で
同
川

る数l"iii日漂境保内条約cJ・i：効包

題
と
さ
れ
て
い
ゐ
の
は
、
国
ぶ
法
は
法
／
ス
一
フ
ム
と

J

て
は
時
一
回
刊
で
あ
る
が
、
同
家
同
の
相
行
伝
達
4
1
J

段
と
し
て
は
、
多
w
件
な
古
E

味
作

UH
りな］
τ人
ん
ア

J
V
L
い
る
と
い
う
「
現
実

の
針
－
徒
で
あ
る
、

も
コ
と
う
色
、
ャ
の
よ
う
ヨ
「
現
実
認
識
自
称
、
問
技
領
民
F

尽
に
μ

ゲ
ダ
際
化
1
ν

て
い
る
剥
代
間
際
法
川

J

現

実

を

反

映
1

）
て
い
な
い

と
の
批
判
も
一
刊
誌
で
あ
ろ
う

J

条
約
は
依
然
L
7
v
て
、
、
？
山
佳
日
家
の
ふ
試
に
よ
っ
て
i
v
J
Vナ
し
、
同
家
が
川
拾
に
拘
束
さ
れ
る
か
行
か
は
凶

家
の
川
円
脅
に
此
仏
石
川
九
二
Q
n

し
か

L
、
台
意
内
凶
作
均
一
ー
履
行
の
陪
担
ピ
は
、

k
i際
機
棋
、
市
民
利
会
、
路
沖
業
界
反
体
守
、
庁
kit－
行
持
主

体
力
実
質
的
な
げ
が
抗
日
力
が
及

3
1
い
る

U

と
り
わ
け
、
原
崎
、
人
r
叶
の
よ
う
な
け
は
分
貯
に
お
ハ
て
は
、

へ
の
多
加
者
。
’
差
正
化

出
町
防
法
関
係
士
外
交
実
務
者
の
但
山
d

に
同
定
し
T
L

在
併
す
る
w

一
と
は
必
ず

IJOLZ切
と
は
一
い
い

。

げ
か
准
一
反
し
、
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国
ハ
バ
神
的
な
政
比
一
、
羽
比
四
へ
の
対
処
乞
い
ド
ド
ト
附
と
「
る
制
皮
U
7
一
十
？
な
検
討
対
象
y

げ
て
い

同
際
t
ム
が
川
ポ
た
ー
ν
て
い
る
で
乃
他
の
年
以
い
な
陣
内
花
を
泊
川
町
に
人
れ
て
い
な
い
と
の
批
汀
も
あ
る
。

xJ」、つ川ドド、

UG守
治
は
球
場
保
護
条
約
の
よ
う
に
、

む
!J; 
、

臼
際
作

hf域
の
税

続
壮

L
Y
？
」
、

Z
F
1
J
｝
L
f
 

J、
l附

段
、
万
裂
と
い
っ
状
川
の

i

送
P
J
／
）
い
う
問
題
の
悩

4
 

野
心
的
九
弘
中
日
刊
み
で
あ
る
の
か
も

L
れ
人
位
い

U

部
分
泊
域
に
お
け
る
削
完
成
来
の
安
易
な

紋
化
は
り
仰
に
慣
れ
〕
必
裟
が
あ
り

別
的
、
状
況
約
な
竹
町
民
を
尚
一
反
す
れ
ば
、
品
川
A
T
D
I
一
般
立
論
i

の
検
討
廿
体
、

し
か
し
、
戸
際
討
会
の
信
託
佼
存
が
深
化
し
、
想
雑
化
一
G
J

る
中
、

日
投
配
合
同
本
た
す

て
い
ク
Q

と
ず
れ

ば
か
か
る
法
刻
皮
の
勺
起
用

を
検
討
す
7FLux－
説
は
威
、
じ
ら
、
れ
と
レ
な
い
で
忠
ブ
つ
う
。
伴
内
通
乃
一
攻
策
M
A
注
へ
の
汁
処
j
bゲ↓

日
計
と
し
、
外
部
的
技
訳
、
必
し

ι4γ
を
椛
保
「
る
臼
律
む
な
法
制
昨
ん
の
仲

i

お
b
l
減
討
す
る
こ
と
し
以
、
同
際
法
の

Jmmハ
釘
江
一
日
己
ん
が
以

を
修
h
h

し
、
よ

η
城
主
逃
八
百
的
た
伝
モ
ヂ
ル
を
考
察
す
る
契
機
と
な
る
か
ら
亡
一
ん
る
υ

換
一

u
fれ
ば
、
松
川
杓
車
－
川
、
そ
の
怖
枯
し
〈
し

て
の
制
裁
イ
リ
へ
は
み
一
の
威
嚇
J

ど
法
C
存
在
意
義
と
捉
え
る
l
h
典
的

k
い
い
認
識
は
、

機
能
的
7
d
q
J

民
生
命
伐
の
評
問
に
よ
り
、

す
で
に
解
体
さ
れ

つ
つ
λ

め
v会
っ

｝
の
よ
う
な
は
り
分
析
川
町
角
ん
ど
捉
ボ
す
る
一
」
と
に
よ
り
、
凶
加
わ
ハ
、
？
い
が
国
帆
下
仕
会
で
M

止
に
し
て
い
る

役
割
を
渦
十
八
三
又
は
池
小
山
詐
測
す
る
の
で
は
な
く
、
ょ
の
現
実
ζ

踏
ま
、
ザ
八
円
三
長
前
倒
山
元
や
、
規
範
的
な
政
治
捉
口
が
川
江
田
2
な
る
と

与
え
、
口
、
れ
る
か
ら
で
あ

J

る
ι

そ
れ
と
は
、
一
、
の
よ
う
な
多
弘
同
同
環
境
保
認
条
約
山
お
い
て
、
受
ノ
申
ァ
ー
の
道
一
J
な
促
迭
す
る

土

J

P
ご

｝
f
L
まれ
V
へ

l
t
wヲ

X
I
I
－
』
同
月

さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
っ
こ
れ
h
心
条
約
に
基
づ
く
規
制
は
自
家
に
経
泣
的
負
担
し
を
も
三
b
す
ト
力
、
規
制
幼
川
ポ
は
京
確
実
亡
、
短
期

的
－

m
m
w的
な
判
刊
誌
を
似
討
し
て
い
な
い
。

L
た
が
っ
て

日
家
の
ふ
攻
的
選
択
に
妥
ね
れ
は

ノ
J
7
｝
ワ
イ
ザ
ー
の
桜
い
れ
が
危
恨
き

れ
る
u
L
h
v
J勺
、
八
じ
白
山
内
容
は
日
明
繁
に
変
ポ
ん
さ
れ
、
利
時
ぺ
寸
り
十
相
一
邑
は
復
状
化

T
G
一
方
、
法
に
よ
る
強
制
・

の
り
詑
性
は
背
依
に

退
い
て
い
る
o

J

の
ふ
う
な
条
約
け
h

で
も
、
止
矢
口
リ
サ
〆
ク
シ

2

一
〆
が
有
効
に
一
向
山
口
さ
れ
る
な
ら
ば
、
効
力
の
促
進
一
は
吋
殺
で
あ
J
J

う
－
し
か
し
、
様
々
は
引
丙
・
的
情
一
の
サ
リ
が
行
事
rJJG
中
、
利
己
中
J到
識
に
基
つ
ノ
＼
協
ん
が
永
続
す
る
保
障
は
な
十
い
司
）
也
刀
、

＇；；」人法学 l河口21)) 2(1 [2iil'i.弓、
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コ
事
者
が
協
力

vc
「
規
範
」
と
、
）
仁
受
け
入
れ
る
な
え
は
、
交
渉
を
桃
山
市
川
、
て
負
担
μ
丘
四
｛
口
、
大
正
、
以
て
、
条
約
巨
的
の
支
点
に
↓
京
献

す
る
h

一
こ
が
期
待
さ
れ
る
ハ
「
法
埼
解
は
法
実
践
の
帰
趨
を
決
す
る
」

、
政
川
内
〈
級
品
戸
す
る
形
で
作
動
す
る
法
を
！
こ
の
よ
う

に
法
制
一
；
る
か
は
、
持
論
的
に
も
実
践
的
に
も
吾
要
で
あ
る
所
以
と
あ
る
ロ
払
つ
乙
生
、
ー
位
認
よ
み
は
い
ず
れ
に
せ
へ
制
値
淀
川
L
－刊

そ
の
優
劣
J
V
－
谷
裁
的
に
詳
価
す
る
こ
〆
｝
は
用
雑
で
あ
る
n

必
市
久
な
け
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伺
月
の
限
界
と
一
五
吋
ず
る
場
市
川

の
拒
違
を
吟
味
し
て
、
対
象
に
川
じ
た
述
論
仮
託
を
立
亡
、
安
肢
を
実
証
ι
出
に
山
間
討
す
J

る
、
で
／
一
で
あ
る

u

モ
こ
で
、
半
稿
に
お
い
て
は
、
多
紋
直
前
町
議
境
保
設
久
A
r恥
の
実
効
性
を
評
価
し
、
検
討
す
る
？
に
止
の
観
点
と
し
て
、

［
て
の
は

う

L

い
う
法
坦
併
U

モ
デ
ル
を
捷
一
七
9
る
c

為
一
也
早
に
お
レ
て
ぽ
、
一
日
竪
此
の
前
提
と
し
て
、
同
際
村
九
五
の
変
化
と
グ
口

l
バ

ル
・
ガ
パ
ナ
ノ
ス
の
ヨ
成
に
言
及
し
て
、
ユ
と
で
国
際
法
が
取
れ
た
す
べ
託
料
品
割
常
定
義
す
る
第
二
舟
ー
で
は
、
Z
C
E
F
つ
な
い
に
お
い

て
は
、
訟
と
政
策
の
融
合
が
進
展
し
と
い
る
こ
と
を
持
出
帆
す
る
第
一
章
て
は
、

一
政
策
治
経
と
し
て
の
法

と
い
う
分
析
批
r

月
を
捉

不
し
、
’
m
mる
法
政
浪
過
仏
rhu

の
法
的

A
V
I
川
氏
に
よ
コ
て
、
「
法
、
り
政
治
化

へ
の
内
弁
的
判
制
の
契
機
が
存
立
す
る
こ
J
を
桁
摘
す

2

3

3

0

〉

ザ

r一、一、、んに

モ
ゃ
ア
ル

し
亡
、
条
約
一
り
実
効
性
を
多
府
的
に
倹
プ
日
、
u
tる
こ
と
に
よ
り
、
実

ι州
b
九
J

ど
踏
ま
え
た
共

る数l"iii日漂境保内条約C)'J：効包

体
的
1
6
政
策
提
一
口
が
可
艇
と
な
る
」

F
を
指
一
一
怖
「
る

弟
子
章

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
パ
ナ
ン
ス
の
T

打エーば

半
身
込
へ
倒
九
ノ
F
Hリ
同
王

＝
羽

J
H
U
司
j
点以

現
代
同
際
t
j
u
D
新
た
な
法
領
民
こ
し
て
、
多
数
回
司
環
成
似
議
条
約
の
山
叩
也
氏
、
町
検
討
す
る
に
は
、
ま
ず
、
戸
、
の
：
A

組
を
へ
て
一
般
的
な
サ

ム
目
的
文
派
心
中
に
位
knづ
円
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
尚
粂
約
は
也
際
計
八
百
の
生
化
の
山
工
、
必
叫
に

U
じ
て
生
成
し
、

ふ

コ

乍
j
j
H
Iん
中
」
R

2
C
J
f
正
I
Y

パ
川
］
際
村
会
心
情
注
的
条
れ
乃
ソ
一
、
で
請
人
重
ね
ら
れ
て
き
た
下
、
践
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

環
境
深
一
語
条
M
W
L

に
基
コ
く
出
際
協
力
は
、
主
と
し
と
一
一
つ
の
内
有
国
に
よ
り
、
促
進
さ
れ
て
き
た
に
弘
一
に
、
科
パ
「
技
術
心
飛
限
的
な

（阪人比羊 "' 1 2 1 21 c2川7 s l 



r児

発
展
に
よ
り
、
人
間
活
動
が
地
球
規
較
で
、
し
か
っ
人
組
の
末
市

hr争
大
の
影
響
吹
及
ば
す
も
の
と
ー
±

粁
は
再
検
討
の
必
要
に
rAら
れ
て
い
る
こ
「
将
来
位
代
に
討
す
る
言
自
は
只
体
的
な
法
的
怪
利
・
諸
説
を
拝
く
概
念
と
し
て
は
一
波
昧

人
聞
の
道
徳
的
な
頁

J、
l附

三斗
hyhwHrμ

、

に
配
慮
’
工
に
、

を
達
成
了
る
乙
い
う
司
会
主
体
川
J

汁
闘
い
や
、

の
実
~I. 

十J

て

；~人；！、学l 日7 '・ 22) 22「2iil'7.

ー
持
続
一
ロ
ョ
後
九
也
開
花

「
泣
代
聞
が
山
千

パ
川
］
際
村
会
に
お
け
る
怠
ぷ
決
定
一
…
挫
の
根
本
的
変
｝
早
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
山
，

tハ
布
さ
う
れ
に
い

地
球
川
暖
化
や
オ
／

／
層
破
壊
に
汁
す
J

る
窓
際
的
脱
出
は

こ
の
よ
う
は
時
間
邸
宅
空
間
伐
に

L

功
、
が
り
を
も
っ
ヘ
類
八
十
咋
の
’
貼
機
の
認
識
に
茶
つ
い
て
、
主

め
ら
ー
れ
と
き
た
c

第
ー
二
に

地
球
寝
墳
は
粍
泊
vγ
～
刊
に
け
ん
れ
ば
非
排
ゑ
司
及
び

H

拝
読
ん
口
性
を
有
す
る

と
桜
え
ら
れ
、
市

一
公
井
一
対

け
匂
又
は
両
家
の
古
江
町
選
択
に
よ
り
、
対
の
引
羽
に
位
HFJ叩
J
J
A
I
主
主
達
成
す
る
こ
と
は
直
雑
で
お
る
。
手
ら
に
、
世
代
士
越
え
ド
効
率

4
I
1
1
m
D
ワ
F

主
写
j
t
ふ
一

r

t
一
川

f
f
u
J
J
L
T
Y－－

7

長
間
引

L

わ
た
る
公
共
叫
引
の
戦
紋
的
色
川
叫
に
お
い
て
は

何
ら
か
の
一
以
策
的
介
入
が
必
安
と
な
る
わ

μが

の
一
北
識
が
f
ペ
右
手
れ
る
に
従
っ
て
、
μ
問

T
的
で
は
あ
る
が
、
地
球
川
尻
夜
の
問
山
内
町
出
に
良
心
を
も
っ
松
一
い
目
的
な
「

H

民
紅
会
が
生
成
し
、
山
対
談
条
約
心
交
渉
佐
川
ハ
〕
夫
植
に
お
い
て
、
実
質
的
な
お
げ
響
力
な
及
ぼ
し
始
め
た

v

二
、
こ
っ
L

ム
ミ

4

l
v

、f
v

」
の
よ

H

つ
な
J
W
グ
化
心
中
て
、
と

心
背
回
れ
を
ば
す
グ
ロ
jilli

ハ
1

ぷ
イ
ン
コ
シ
（
り
泡
口
伎
の
中
f
、
国
際
的
及
び
国
内
的
な
平
山

に
お
け
る
既
必
の
批
判
治
機
械
の
持
阪
は
主
主
l
、
縮
減
六
、
れ
、

政
治
的
な
権
威
の
多
方
柑
＼
の
一
日
叫
散
が
片
じ
て
い

こ
の
文
脈
で

F
成引北山川され
J
L
台
工
～
の
が
、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
パ
ナ
ン
ス
一
雨
で
あ
る
し
ザ
バ
ネ
ノ
／
ス
と
は
、

1

1
9
y
L
、
九
一
つ
告
し
レ
ハ
J
A
Lミ
ど
い
H

T
日、

T
－
」

JT、ノ

、‘

j

d

じ；
lノ
）

／

t
P
4
l
j
l
jモ
ム

f

1

：

ー

仇
伐
山
町
F

、，
k
u
h
J

H

1

l

t

（

L
 

2

与
す
J

v

ν

f

l

、

、1
1
j
j

ヤ

こ
E
Z
3
2
百九

2
4
5己）

乙
内
リ
‘
チ
v
一
J

ヒ
7

ル

いコ戸市川河（）ごベ》

つ
は
、
政
川
な
き
統
治
」
（
ロ
ミ
2
5
2
2
5
ュ5
5

ガ
パ
ナ
ノ
ス
を
政
府
、
二
L

刊
凡
さ
ゼ

ど
勺、

公
式
に
認
め
ら
れ
に
憲
法
や
窓
，
H
T
及
び
掛
川
王
鋭
的
な
意
味
に
依
存
し
て
い
る
ル
ー
ル
の
体
系
」
て
あ

り
、
あ
る
立
川
を
も
っ
て
形
成
さ
れ
た
礼
的

h
h的
な
秩
予
で
あ
る
。
方
パ
L

ノ
／
又
は
単
の
そ
中
ル
、
形
式
い
え
ば
憐
r
い
ア
／
品
市
す
慨
念

幻一

で
は
J7
く
、
広
範
で
お
的
で
や
K
雑
江
戸
ぃ
h

川
内
市
に
基
り
く

E
Z決
定
の
フ
ロ
七
ス
て
た
る
（
士
、
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
万
パ
子
ン
ス
は
半

r
L
い
γ
Q
O

ガ
バ
ゾ
／
ス
と
は



一
の
川
組
織
原
岡

く
も
の
で
は
な
く
、
凶
共
な
る
歴
史
、
戸
悼
、
情
造
及
び
7

u
勺
ス
が
も
た
ム
f
μ
1
多
門
的
な
コ
ン
ト
U

i
ル恥

一
ズ
ム
の
総
朴
を
川
却
し
、
川
変
的
で
、
時
々
の
城
い
ん
r
M戊
ひ
参
円
山
者
の
主
刊
、
一
に
依
存
1

〆
て
、
決
序

f
一
枝
川
げ
の
潤
を
仲
仕
送
ト
ニ
今
椴
続

的
ヨ
過
税
で
あ
る

J

メ
刀

、～

レ、ン
i
ム

は
ガ
パ
ト
J

ス
の

期
日IJ

T江
ひ
寺主？主ジ

~ ~i 

w
お
士
山
p
f
L
中
小
コ
ヴ
A
M

ハ、

丹
b
i
v
－
－

u
d
J
f

カ
パ

7
ン
ス
と
司

で
土
な
い
。

パ
ナ
心
又
は
単
一
の
間
引
也
知
ハ
域
に
お
い
て
、
一
械
成
員
の
取
得
L
V
｝
収
数
さ
て
亡
い
く
よ
う
は
原
則
、

お一

ガ
パ
ナ
／
ス
は
よ
り
匂
抗
的
な
間
活
領
域
主
対
象
と
す
る
c

川尻範、

れ
る
が
、

何
者
乃
一
関
に
規
釣
り
出
主
治
層
住
は
存
存
し
て
い
な
い
が
、

シ
l
ム
は
ガ
パ
ナ
〆
ス
の
部
門
甘
ん
乞
舟
成
す
る
ご
と
に
よ
わ
、
全
体
的
な
協
力
C
Jノ
口
令
ス
rL
剥
λ
人
、
れ
ら
れ
て
い

地
球
環
い
い
担
保
護
に
お

C
Q凶
陀
協
け
も
も
刀
パ

7
ン
ス
と
川
に
え
ら
れ
て
い
る

F

p 

F、

民
E
D戸

内
〕

と
A
・
ボ
イ
ル

は
f

寝
泊
一
ザ
パ
ヲ
ノ
ス
と
し
て
、
凶
際
茨
い
い
伺
】
政
策
日

υ一
栄
及
び
条
約
交
渉
の
庶
析
に
お
い
て
、
州
連
専
門
機
成
寺
、

既
存
り
同
町
出
桜
前
が
果
た
し
て
い
る
役
到
ぞ
辛
視
す
る
つ
他
ん
、
ヴ
寸
一
ル
ソ
ル
ム

r
h
F｝
D
H
M
『
W
C
Vム
弓
）

－
J
q
C］
同
門
戸
ロ
同
）

ば
凹
筏
協
力
を
凶
恕
r

殺段、？
μ
一
原
則
に

持
つ
く
規
範
的
要
読
と
張
、
ぇ
、
京
沿
う
ハ
〔
ノ
ン
ス
JVι

多
層
的
で
淋
相
続
的
な
協
々
の
メ
カ
ニ
ス
じ
と
常
置
つ
け
て
、
H
井
上
必
る
制
民
間
の
協

る数l"ill日漂境保内条約C)'J：効包

れ
ば
と
い
ミ
ノ
側
判
官
－
一
十
回
祝
し
て
い

こ
の
よ
、
つ
に
、
一
行
v

バネ
J

J

ス
の
お
ハ
？
内
’
人
口
に
け
綬
昧
さ
も
あ
る
が
、
同
際
社
会
心
共
通
ぶ
題
へ
の
け
机
ん
や
一
日
的
と
h

J

て
、
組
織
的
に

じ
れ
れ
る
コ
〆
卜
口
、
ル
・
メ
万
ニ
ズ
ム
の
存
有
に
つ
い
て
は
一
J

ン
ヒ
ン
サ
ス
が
あ
る

J

グ
円
パ
ル
‘
ガ
バ
L
j

二
人
識
は
多
様
な
p

打

為
t
体
の
山
本
ラ
釘
に
捌
か
れ
、
み
の
相
寸
作
間
ー
を
潟
好
に
入
れ
る
ー
に
お
い
て
、
従
ら
れ
の
凶
家
刊
の
M
門
際
具
、
可
件
の
議
論
と
は
栴
遣
し
、

陪
層
的
な
統
治
機
構
で
は
な
く
、
γ
ハ
f

～t
て
山
4
A弘
ι
出
店
統
治
の
あ
り
与
を
記
述
仙
」
い
に
抗
う
す
る
点
に
お
い
て
、
制
伎
の
集
格
化
を
誕
際

社
会
心
桁
織
化
心
情
際
と
お
小
る
川
尻
町
判
的
な
議
論
と
も
メ
一
別
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
は
ず
ザ
パ
ザ
〆
ス
U
機
能
は
市
川
義
的
で
あ
る
じ
ガ
パ
ナ
ン
ス
に
出
レ
て
は
、
第
に
、
良
守
当
宅
有
肢
の
札
余
関
守
を
秩
序

（阪人比羊 "' 1 s:n s:i c2川7 s l 



r児

一

川

J
J
J
 

つ
け
、
一
久
ph
的
に
佐
古
川
「
る
こ
と
カ
口
十
指
さ
れ
る
乙
他
hdで
は
、

ガ
パ
「
ン
？
へ
は
普
遍
的
姉
他
ゎ
、
日
坑
，

mの
政
治
的
王
7

一
J

性
ま
欠
く
状

況
に
お
い
て
、
凶
係
当
事
者
の
椙
i
協
力
へ
の
機
運
を
古
川
m
川
、
成
存
の
決
序
の
変
品
＋
；
移
行
を
促
進
す
る
役
割
を
果
L

に
ナ
ノ
。
か

J、
l附

治
の
ダ
イ
サ
ミ
ズ
ム
に
お
い
亡
は
、

M
H
m
M
法
J

も
持
定
的
印
秩
序
の
基
礎
を
悦
也
い
し
つ
つ
、
共
通
の
汁
的
へ
の
協
刀
を
泊
料
化
し
、
寸
－
会

秩
イ
引
け
の
漸
進
的
な
変
L

牛
を
促
す
こ
い
～
つ

乙
の
士
つ
な
役
割
を
担
う

E
限
法
は
諸
司
’
与
の

哲
心
機
能
を
呆
り
ん
す
」

法
を
越
え
て
、
多
禄
な
行
為
半
休
り
h
h
r
み
立
仰
を
規
作
一
G
J

る
法
／
一
な
る
ハ

ニパ
h

よ
戸
つ
い
～

ガ
パ

L
J
J
ス
命
現
時
に
入
れ
る
い
ア
に
に
よ
り

パ
斗
際
引
会
は
も
は
や

の
る
つ
ぼ
一
て
は
云
z
＼
多
様
な
行
為
、
で
体
の
協
心
に
比
一
づ
く
仙
川
治
C
対
象
と
み
ヘ
ふ
さ
れ
、
を

戸一では、

一
法
は
権
ん
の
畦
円
以
」
一
の
も
の
で
あ
る
て

γど
が
M
E
待
さ
れ
て
い

以
の
よ
う
に
、

ガ
パ
ブ
ン
ヌ
掃
は
ア
ト

1
Lヤ
！
な
河
際
社
会
に
お
い
て
も
、
2

ト
牛
的
で
勃
践
的
ム
円
以
統
山
口
の
機
備
が
ペ
ー
成
し
、
協
刀

と
変
革
と
い
7
二
甫
心
機
能
を
作
う
こ
と
L

よ
り
、
ぶ
た
ほ
一
行
会
段
再
へ
の
移
行
を
促
ず
こ

イ
i

、
長
C
4
～ー

国
際
法
も
ま
丈
、
協

々
を
仰
判
決
し
つ
つ
、
引
い
ん
針
変
木
の

誠
一
を
担
う
こ
と
が
期
日
さ
れ
え
い
る
わ
一
こ
の
土
う
な
状
況
の
卜
て
は
、
共
通
の
政
策
円
的
十
士
、
現

ー
る
ヒ
め
に
、
が
い
会
誠
一
同
局
、
の
行
動
J

／
」
制
御
す
る
こ
と
を
合
凶
し
に
政
策
陪
間
的
な
涼
怯
円
以
が
舷
i
へ
い
し
、
「
：
は
と
政
策
心
掛
へ
と
が
注

展ト
1
G
V

5出

章

民
ζ

政
策
の
数
人
口

治
則
市
則

作
学
に
お
け
る

の
主
主
叫

政
策

、
」
こ
セ
、
政
治
乙
は
一
定
の
村
会
や
桁
総
体
が
い
仰
に
日
市
中
愁
に
汁
z
山

L
f一
九
ら
の
占
め
れ

J

土
h

引
を
変
化
さ
セ

、
」
乙
、
学
小

に
は
そ
れ
に
つ
い
て
の
案
l

y

工
学
品
、
し
札
、

社
会
や
紅
総
体
」
に
は
、
同
刈
一
社
会
、
地
政
社
会
、
各
粧
の
｝
札
ー
机
什
ゆ
と
共
に
、
一
州
防
社

＇；；」人法学 l河口2") 24 [2iil'i.弓、



問
問
に
山
湖
、
）

多
数
人
心
利
主
↓
に
何
ら
か
の
変
見
主
伴
え
、
さ
ノ
と
す
る
2
阿
の

F
に
足

に
向
か
っ
て
）

以
れ
ん
一
案

t
い
ろ
ノ
政
災
イ
メ
ャ
ジ
は
作
作
う
一
主
自
分
野
山
九
日
ハ
右
さ
れ
て
い

個
々
の
学
問
泊
域
で
議
論
き
れ
る
文
脈
に
川
じ
て

そ
の
抑
え
ん
に
は
倒
注
4
存
在
す
る
ハ
川
川
え
ば
、
行
政
手
段
む
j
政
作
日
γ
に
お
い
て
は
、
内
容
乙
1

）
て
心
「
政
ぷ
」
1hlv

形
！
ん
と
し
て
の

「苅

法
1
2
汁
置
き
れ
、
政
策
は
、
が
人
心
地
械
を
こ
え
る
村
会
的
な
司
際
（
公
共
的
な

H
胸
骨
）
を
実
現
す
る
た
め
の
指
針
、
多
〈
は
法

の
形
セ
明
市
大
れ
｝
主
で
あ
る
こ
い
い
つ
側
而
と
、
ー
除
を
実
訓
示
’
る
た
u
y
／
の
け
は
市
伎
や
佐
々
の
ふ
ト
い
却
に
つ
い
て
、
相
反
心
区
一
用
の
品
川

正
や
、
恒
々
の
法
規

cmhf引のト刀
f

町
一
吐
を
ぷ
す
た
め
の
け
法
試
治
と
レ
う
側
山
ー
を
合
わ
せ
持
っ
と
考
え
ら
れ
に
い

内
と
ヴ
、
立
ナ
4
f
f
J
了

d
l
l

’

i
；

；

 

ョコ、
f
、、P
Aめ

苫
し
一

l

ー
井
教
綬
が
法
1
Y
L

政
策
の
汁
仲
ん
を

法
以
来

法
ηυ

疋
五

付
む
考
様
式
ー
し

日
前
川
村
手
段

翠
考
訴
す
八
の
村
山
と
板
、
ぇ

学
一
と
い
う
一
比
し
い
付
会
制
度
設
川
の
す
に
め
の
一
般
理
論
と
校
伝
乞
も
っ
て
一
目
的
千
段

一
州

、り安中
i
散
域
主
弘
ト
人
す
る
必
申
K
A
刊
を
指
抗
さ
れ
て
い
る

ν

手
ら
に
、
両
t
d
C
院
町
内
げ
を
よ
り
一
般
的
に
数
釘
す
る
も
の
と
し
て
は
、

思
考
株
式
を
も
っ

一一

3
F
1
よ
E
R

L作
舟
U
一万

j
q
i
i
午、／

－Hh
 

の
政
策
論
法
2
原
瑚
論
伝
の

lvず
比
が
あ
る
c

政
浪
論
、
広
と
は
経
メ
山
的
a

政
出
的
エ
の
他
、
山
社
会
的
け

出町
J

ど
す
止
以
で
き
る
か
ど
ぷ
か
を
一
い
勺
化
（
U
4
b
市
！
と
す
る
判
断
な
特
い
し
、

協
同
州
首
院
は
個
人
や
集
刊
の
権
利
り
尊
イ
？
と
ム
当
化
の
J
A
一院と

る数l"iii日漂境保内条約C)'J：効包

政
策
九
師
法
は
あ
る
決
定
の
粘
て
ん
の
さ
ま
h

い
さ
を
判
断
基
地
巾
と
す
る
1

帰
弘
、
義
」

の
様
式
で
あ
わ

個
人
の
以
凡
で
な
夜
り
放
し
い
を
保
障
す
令
も
の
で
は
な
い

土
1

心、

政
試
論
法
は
巨
的
H
ア
段
思
考
校
ド
ん
な
と
旬
、
将
来
信
州

（
『

2
4
5
F
v
r
E
m）
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
法
的
思
考
咲
ー
ド
人
こ
異
な
っ
て
い
る
υ

以
ー
の
よ
う
な
定
義
は
議
論
の
片
的
や
ヶ
人
脈
に

ゐ
じ
て
な
手
れ
る
た
め
、
同
組
仕
川
山
較
は
M
U
h
で
あ
る
日
小
、

、
同
門
法
川
市
7
に
お
け
る

「
政
策

の
λ
ソ
祭
は

現
代
悼
の
多
く
中

怪吋刊ハ叩けい
H
J
型
規
範
か
h
J
、
資
源
配
分
譲
規
範
ζ

な
り
、
政
策
法
が
似
つ
十
へ
「
司
令
中
、
統
治
政
策
の
台
迎
性
、
三
当
性
の
検
副
知
＼
政
策
決

定
＝
辺
税
の
氏
ヱ
的
統
計
の
必
中
久
糾
引
等

η
考
慮
に
基
づ
き
、
一
」
九
J

叫し

r

，1L
A
Lイ

上
九
一
生
の
政
策
判
標
を
考
Jm小
す
る
理
念
計
基
燃
は
認
め

1
4
1

、

川
1
f
k

同
際
法
v一J
に
お
w

て
は
、

山
内
際
社
会
の
大
通
科
訴
の
訟
設
に
基
づ
き
、

フ

（阪人比羊 C7 l SS! Sに c2川7 s l 



r児

ら
れ
る
、
も
の
の
、
政
策
を
法
～
？
に
位
置
つ
日
る
試
み
は
散
発
的
で
、
市
だ
成
日
間
、
ど
九
議
ヘ
酬
を
り
／
げ
成
、
二
L

い
な
い
法
、
／
え
ア
ム
の

J、
l附

JH洋
性
は
山
叶
川
崎
の
も
の
と

vo
れ
、
作
パ
Y
幻
謀
晴
ゆ
と
し
て
政
策
を
九
年
同
倒
的
に
論
じ
る
機
uA
ば
司
じ
て
い
な
ー

γ
、
J
U
の
け
け
的
／
了
二
【
」
の
政

策
に
耳
及
手
、
れ
る
場
合
に
も
、
そ
の
！
一
一
谷
は
般
的
・
札
ず
象
的
な
も
の
に
留
ま
っ
て
い

も
っ
こ
も
、
一
政
策
」
を
沼
際
法
学
に
体
系
的
に
計
一
例
づ
け
、
寸
？
こ
す
る
試
、
九
が
な
か
っ
y
わ
日
で
は
は
い
。

の一一一川す
h

p
つ
は
、
ー
戸
際
法
Jvr

政
策
法
杭
Y
7
4
る
飢
ゴ
の
立
論
を
日
以
却
に
、
件
、
政
策
の

v
案
及
以
下
手
一
施
に
持
わ
る
札
括
的
伝
分
析
枠
組
を
い
入
不
し

こ
の
学
派
心
論
者
ら
は
法
実
証
、
誌
に
基
づ
く
則
前
か
一
川
家
実
／
什
と
治
離
し
、

形
骸
化
［
て
い
る
い
門
J

を
批
判
し
、
お
に
い
FUN－家
r什
為
主

凡
悼
の
〆
り
却
が
ひ
に
ハ
ruLT
る
影
響
士
主
初
い
し
て
、
法
以
多
円
相
以
参
加
者
仰
の
ー
ミ
ユ
ニ
ケ

l
シ
プ
／

を
通
し
と
資
浪
記
分
又
は
侃
位
形
成
に
出
わ
る
有
桜
的
決
定
が
れ
わ
れ
る
と
定
式
化
し
た

v

ま
た

戸
一
の
よ
う
な
活
程

宝
人
品
川
的

何
百
九
々
の
打
伎
が
卓
悦
さ
れ
て
い
る
が
、

執
行
は
力
や
使
ず
で
は

hr＼
有
捻
的
決
定
や
、

土
八
〕
門
体
む
期
待
に
基
づ
き
、

一
れ
わ
れ
る
J
市

じ
ら
れ
て
い
る
ハ

し
か
｛
t

J

C
政
策
旧
作
山

P
J

ブ
ロ
i
ふ
け
じ
、
げ
J

派
の
外
で
一
般
的
な
支
持
を
旧
作
る
に
は
一
ヱ
っ
て
い
な
い
「

の
ア
ノ
U

i
チ
は
、
法
主
人
闘
の
内
J

厳
し
）
い
え
ノ
光
極
的
な
制
値
の
ん
で
～
氾
を
お
山
「
る
プ
ロ
セ
ス
と
伏
置
づ
け
る
が
、

共
通
の
政
治
共
同

体
ピ
欠
く
凶
際
社
会
に
お
い
亡
は
、
姉
位
法
内
在
び
そ
の
体
系
ん
ど
ど
ん
験
的
な
存
関
性
を
ザ
｛
に

rる
ど
」
は
で
き
ず
、
れ
－
為
と
事
実
の

い
い
担
界
は
淀
川
町
ρ

に
す
る
。

さ
ら
に
、
実
効
的
な
力
に
よ
る
一
J

／
ト
ロ
ー
ル
を
量
規
一
コ
ノ
れ
ば
、

釈
が
政
治
的
同
九
五
の
ヨ
ー
ん
と
化
す
お
そ
れ
が
あ
る
」
こ
の
で
そ
ノ
仁
、

強
ι臼
の
円
川
市
叫
心
止
市
立
に
に
帰
結
ー
ー

ナ
、
の
溶

日
、
、
羽
実
へ
の
白
川
ど
り
ん
ハ
リ
掛
川
市
が
抗
出
？
と
れ

政
徒
指
山

γ
フ
口
、
斗
ノ
ば
梓
川
伯
刊
ぺ
論
y
し
し
て
過
支
に
述
へ
ん
的
性
質

般
的
ほ
し
人
討
を
一
日
て
い
な
い

U

i土

'd.:. 

以
来
ー
を
法
学
に
位
置
つ
は
川
る
、
必
袋
小
あ
司
令

同
際
法
学
に
お
い
て
も

と

政

策
t

の明苅t
係
を
汚
検
討
し
、

の
か
し

ur川わ

に
、
お
い
百
一
依
存
正
進
展
、
九
一
行
い

加
の
よ
う
な
機
能
的
統
治

グ
ロ
ー
バ
ル
ガ
パ

7
ン
ス
が
つ
成
し
コ
つ
為
る
包
ら
ば

＇；；」人法学 l河口21)) 26 [2iil'i.弓、



の
王
川
什
子
丈
施
工
段
の
実
効
け
し
）
J
4
Hハ
体
的
に
検
討
す
る
必
長
引
’
止
と
て
い
る
一

治
い
、
地
球
環
境
保
刊
誌
に
つ
し
て
は

ト
白
川

7

U
H万
円

E
は
あ
る
子
、

国
携
を
越
え
る
共
J

円
体
幻
認
誌
に
基
づ
い
一
1
1

川
門
限
町
川
什
ふ
ー
ん
朴
の
共
通
利
誌
や
政
策
の
公
共
性
を
講
ず
る
述
へ
ん
的
な
恭

緑
川
μ
生
じ
て
い
る

J

第
今
一
に
、
す
で
に
現
実
心
法
夫
氏
に
お
い
て
、
「
法
こ
政
民
心
閉
山
ム
じ
」
ば
泣
M
仇
し
て
い
る

3

例
え
ば
、
原

i

ト明心州議

粂
約
の
寸
つ
に
、
U
川
群
仙
川
な
け
川
川
目
的
紛
争
解
決
に
重
心
を
置
か
す
、
マ
吉
川
市
♂
」
主
用
に
河
わ
る

法
吊
取
組
に
お
い
て
は
、
多

段
階
に
お
い
て
、
形
式
主
義
の
拒
対
化
が
生
じ
て
い
る
。
こ

の
現
状
分
析
や
、
将
米
山
市
一
段
設
計
の
指
針
を
前
、
訪
す

る
に
は
、
法
r
h
A
浪
を
統
合
前
ル
似
え
る
初
占
d

が
必
交
と
迂
る
し

2存
ノヤfず

~： 

「い
1r
政
h
k
c
則
合

こ
こ
て
ー
訟
と
政
、
取
の
拙
合
一
と
は
、
い
い
的
議
論
れ
点
待
性
が
央
わ
れ
、
政
恥
わ
ず
た
思
考
仏
式
が
ん
心
び
寄
っ
て
い
る
こ
と
を
指
T
F

こ
の
よ
う
h
b
訓
台
付
』
仙
の
形
よ
竹
心
緩
和
2
し
て
摂
在
化
”
し
、
十
以
は
あ
る
か
な
い
か
の
ど
ち
ら
か
で
、
相
対
的
以
概
念
f

は
な
い
、
法

ー
ピ
他
の
い
九
十
会
規
範
2
区
別
し
て
い
る
の
は
何
ら
、
引
の
形
て
組
織
化
さ
れ
た
強
制
又
は
そ
の
一
威
嚇
て
あ
る
と
い
う
古
典
的
な
法
認
識
は
内

る数l"iii日漂境保内条約C)'J：効包

与
を
追
つ
れ
て
い
る
「

第
一
に
、
法
と
非
法
の
境
界
ば
相
対
化

ー
法
」
で
あ
る
し
か
百
か
は

当
事
者
の
送
’
寸
の
決
定
的
禁
固
と
は

法
的
拘
束
ど
め
る

主
っ
て
い
な
い
ロ
h

一
の
よ
え
な
お
析
は

M
m防
法
を
一
昨
父
実
務
の
献

τ
か
ら
捉
え
る
現
実
エ
義
の
り
場
に
お
い
て
、
ド
張
さ
れ
て
い
る

吋
ゲ
ー
も
そ
ー
へ
分
権
的
な
国
際
社
会
に
お
い
て
、
法
的
灼
点
々
の
慌
仏
で
あ
る
法
的
制
裁
が
v

現
実
に
’
れ
使
手
れ
令
官
‘
法
性
は
ご
く
僅
か
で

和
裁
の
威
琳
は
浬
？
の
決
定
的
民
国
ζ

は
は
り
刊
行
日
い
u

係
か
に
、
法
一
り

「
違
反
」

はし生
i

際
的
、
庄
内
的
に
重
大
ば
ス
可
ィ
グ

、~

" μ ノ

il 
ア
こ
は
る
丈
吟
、
出
家
は
そ
の
司
澄
に
努
め
る
が
、
非
拘
束
的
畑
山
訟
で
占
の
っ
て
も
、
戸
川
家
は
古
一
撃
に
弓
け
H
M
、
適
合
、
村
山
」
／
行
う

の
バ
M
ι

吊
い
に
i

ゅの吋
γ
匂

こ
の
よ
可
な
主
張
は
、
法
現
象
へ
の
多
様
な
行
為
、
一
て
凡
悼
の
参
加
hγ
了
｜
し
ζ
h
v
っ
て
、
多
一
、
市
内
的
利
万
三
可

（阪人比羊 "' 1 2n 27 c2川7s l 
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存
の
川

e

前
性
J4ー
担
－
苛
に
人
れ
て
い
な
い
が
、
寸
い
ず
、
践
い
け
汗
し
て
持
作
的
な
、

c
E
3
2
5一
）
続
角
古
と
る
こ
と
は
、
法
主
所
1
7
の

社
会
的
実
在
t
捉
え
る
見
方
を
椙
対
化
1
1
関
係
的
な
概
念
ζ

従
え
る
吐
会
r’
f
的
立
川
市
U

を
導
く
拠
出
何
こ
な
r目
。
訴
H

肢
は
出
的
打
点
力

J、
l附

の
認
ぷ
は
、
法
人
戸
川
河
川
相
的
ヨ
斗
叫
ん
咋
J
r
事
者
に
用
い
ら
れ
る
文
脈
や
、

υ

事
有
の

γ
f
↑一／
7

4
一
ア
ィ
に

r
t
て
異
仕
り
、
同
僚
什
へ
寸
た
い

円！

lv

お
け
る
ア
ク
タ
の
多
正
化
が
現
に
進
ろ
も
す
る
限
り
に
お
い
て
、
台
一
的
に
は
ね
え
ら
れ
な
ρ
こ

こ
り
で
「
に
、

法
が
多
憾
な
均
係
当
事
者
の
叩
丘
、
寸
ー
を
い
は
映
「
る
も
の
ζ

な
る
な
ら
ば
、
法
規
範
は
あ
る
か
な
い
か
こ
い
う

分
川
一
引
は
説
、
え
ら
れ
が

J

z
の
る
規
ん
却
や
規
引
が
、

又
は
州
出
午
什

3
2
G
h
T
L
V
1規
凸
d
b豆
裂
と
な
る
。

ど
の
よ
う
な
社
会
均
係

一
F

例
え
ば
、
協
力

J

2

、

3

4

乞ム
i

円
J
h
J〕
よ
引
ρ
 
J
 

あ
二
に
、
形
式
的
に
は
法
故
山
市
い
点
力
為
る
条
r
k
v
ζ

し

温
い
淀
川
’
の
合
意
は
実
質
的
に
は
将
来
へ
向
け
た
協
ん
の
一
豆
一
口
約

戸

L
J
U

、

f) 

設
品
川
川
の
内
容
は
不
確
定
な
将
来
へ
r

川
け
一
三
原
か
れ
え
ま
ま

周
知
の
通
η

現
代
の
ぽ
境

川
－
一
議
条
約
は
枠
組
条
約
と
止
限
定
率
ハ
心
相
人
合
わ
せ
に
よ
っ
て
だ

11ド
れ
、
枠
組
条
約
は
一
般
的
義
務
及
び
窓
思
決
定

T
絞
合
山
止
め
、
具
、

体
的
伝
規
制
本
キ
一
り
決
定
は
議
定
書
つ
人
は
附
一
国
吉
に
委
ね
つ
れ
る
の
が
涌
例
て
あ
る

d

こ
の
工
う
ぷ
動
態
的
な
以
定
f

止
は
環
境
保
五
条

約
が
科
午
前
，

M
見
口
一
氾
？
白
山
洋
ハ
一
仁
、
規
制
内
存

JY相
官
、
改
訂
す
る
た
め
に

uv安
と
さ
れ
、
完
全
た
ん
U
台
、
が
一
民
よ
し
て
い
た
い
場
合

に
も
、
交
捗
長
一
開
始
し
、
協
十
ド
ア
タ
精
げ
す
る
手
法
と

J

て
認
め
ら
れ
て
い
る
一

ソ
ま
り
、
枠
制
手
約
は
規
制
の
助
法
性
及
び
参
司
の
詰

越
川
は
を
市
保

rゐ
！
と
い
う
便
宜
の
よ
め
ど
、
志
図
的
に

1

不
完
全
な
法
と
、
ν
て
で
げ
さ
れ
て
い
る

v

仏
同
一
に
、

H
九
件
的
・
定
芸
ム
的
に
組
公
c
れ
た
設
定
ヱ
エ
一
義
務
と
あ
っ
て
も
、
f

引
退
P
J
は
条
約
実
施
機
凶
乙
締
約
四
の
協
議
に
付
さ
れ
、

躍
一
以
か
一
原
子
か
と
い
え
分
法
は

h
－い

J

れ
て
い
な
い
」
こ
の
よ
う
な
け
川
応
は
け
は
迎
凶
の
個
別
化
・
相
対
化
、
ョ
生
と
、
こ

お
」
実
践
こ
一
流
倣
「
る
見
解
も
あ
る
n

地
万
、
巨
際
法
の
執
行
手
法

ω多
禄
で
あ
り
向
付
る
こ
い
有
訟
ぷ
に
い
れ
て
ノ

九
一
法
認
識
は
一
円
詑
で
あ
る
口
ん
ー
だ
し
、
基

γd手
続
の
総
花
は
条
約
の
性
質
に
心
じ
〈
検
討
す
る
必
支
が
あ
h
、

「
政
治

現
実
に
珂
か
い
い

士
I

ふた、

門
川
係
止
に
、
よ

:1 

沢
木
レ

協
力
を
要
請
す
る
条
約
に
お
L
て
は
、
小
沼
山
川
一
の
リ
ス
行
が
高
く
、
料
放
を
強
化
L
f
ぺ
き
と
の
見
解
は
広
く
IF
ん
什
、
づ
、
れ
て

；；」人法学l河口出） 28 [2iil'i.弓



し
る
c

例
え
ば
、

車
部
議
一
心
吉
に
お
い
て
目
、
丙
場
参
入
人
円
絡
を
厳
格
に
’
士
一
円
、
）
つ
つ
一
、
規
制
措
号
i

の
F

小山内
K
守
に
対
す
る
制
裁
す
け
由
化

ず
る
必
伎
を
め
る
と
お
ャ
抗
さ
れ
て
い

ら
「
政
円
内
的
に
淫

か
L
、
こ
、
」
で
、
制
及
の
「
円
台
目
結
県
の
胡
一
ま
し
さ
と
い

択
さ
れ
る
の
て
あ
り
、

ド
グ
マ
L

「
い
て
の
「
法
的
制
法
」

ζ

は
栴
迭
す
る
ロ
履
行
碓
似
の
共
体
的
行
笹
川
弘
司
的
合
法
性
に
基
づ
い

｛
忘
さ
れ
る
な
ら
ば
、
条
約
力
選
出
υ

が
政
策
的
な
ぷ
考
掛
川
？
ぺ
ん
に
茶
づ
い
て
行
わ
れ
る
こ

V、
が

い
｝
の
内
、
に
つ

い
て
は
づ
党
的
に
品
川
じ
ら
れ
て
い
な
い

U

の
1hhつ
に

中
川
際
判
余
の
た
涜
叫
ぃ
υ
川
に
現
h
る
法
戸
人
伐
に
お
い
と
は

形
式

ι者
は
刊
か
い
川
川
化
さ
れ
、
法
と
刊
は
茶
の
隊
合
、
こ
し
う

制
点
を
と
る
必
宏
、
β
作
じ
て
い
る
－
確
カ
に
、

ケ
ト
一
ナ
ノ

も
指
摘
す
る
よ
う
に
、

形
ト
パ
パ
主
義
は
M
N
史
抗
に
は
小
山
山
…

心
地
作
乞
引
け
れ
て
き
す
に
わ
け
で
は
弓
＼
誌
に
批
判
に
岬
帰
さ
れ
て
き
と
と
し

民
埋
も
謂
心
、

rf叫
f

どい！め

代
持
的
な
、
江
市
川
時
一
mv
モ

sr
ル
は

l
小J
に
設
込
刑
さ
れ
て
こ
な
か
コ
z
r
J

そ
れ
い
り
結
果
、

国
際
一
広
理
論
J
夫
氏
と
の
主
ー
時
が
進
Mhし、

実
政
官
分
析
［
、

将
米
心
制
度

設
計
b

般
市
、
「
る
主
的
一
心
理
命
的
枠
制
は
F

汁
存
し
て
い
な
い

d

新
た
な
制
度
設
計
り
議
論
ば
法
よ
よ
り

の
外
で
行
わ
れ
、
以
的
論
占

は
吐
い
ぜ
い
、
技
術
的
J
L

問
題
に
限
定
さ
れ
て
い
る
代

る数l"iii日漂境保内条約C)'J：効包

弟
子
章

「
政
策
過
程
と
し
て

f
弔
日
山
川

ー
政
策
過
日
刊
と
し
て
の
法
こ
い
右
対
角

こ
の

4
べ
な
け
広
の
八
刀
私
州
市
角
r
r
J
て
、
「
政
策
尚
一
程
と
1

平
、
の
法
」

ζ

い
う
視
な
を
尺
J

人
す
る
必
ヂ
（
が
あ
る
。
「
政
資
過
山
科
ノ
：
ノ
て
心

比一」

ζ

は
、
一
2
一
際
引
会
に
お
け
る
公
共
政
策
に
間
一
し
れ
る
法
で
あ
る
口
一
公
共
政
治
」
乙
は
、
名
涯
の
解
決
起
店
h
り
を
応
え
る
問
題
領
成
J
U
Y

め
く
っ
て
、
議
働
に
ふ
る
解
決
月
渋
が
あ
れ
、
そ
心
ょ
う
主
問
題
解
、
火
の
手
法
又
は
れ
業
以
説
の
設
y
H
に
刻
L
、
明
一
係
当
事
者
に
広
範

云
社
会
的
コ
ン
ビ
〆
サ
ス
い
が
成
立
し
に
レ
る
も
の
を
お
す

一
政
策
泣
科
と
し
と
の
法

は
、
、
」
の
よ
有
子
公
共
政
策
に
町
一
1
J
J
G
日
常
J

（阪人比羊 "' 1 21J1 w c2川7s l 



r児

と、

H
ハ
体
的
な
政

λ

川
げ
心
不
足
び
は
仔
の
た
め
の
制
皮
宣
告
ふ
、
制
相
続
的
な
問
題
解
決
の
過
恕
！
ト
二
l

－
機
彪
「
る
問
題
解
決
は
様
々
な

レ
ベ
ル
で
可
尚
並
行
的
か
つ
重
一
層
的
に
’
打
わ
れ
、
出
家
の
み
仕
つ
ず
、
多
様
な
行
為
士
休
が
参
却
す
る

υ

た
ど
し
、
「
政
策
過
nnyγ

）

J、
l附

ー
、
の
法
ば
説

の
価
値
・
れ
一
球
に
媒
介
さ
れ
て
組
悦
同
化
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
索
以
仕
制
値
・
汁
同
時
ケ
い
枝
打
さ
巾
ぺ
ま
ま
と
、
台
立

さ’れん
J

］
統
に
に
っ
て
、
参
加
者
け
北
議
に
基
づ
き
、
司
的
の
け
中
i
性
及
び
手
段
日
適
切
約
九
2
決
定
ず
る
も
の
と
じ
て
構
怨
さ
れ
る

U

て
い
る
り
は
、
様
々
な
利
究
開
川
心
や
印
組
押
慌
の
対
立
が
、
せ
ん
ー
す
る
引
会
で
あ
る
n

f
の
口
、
に
お
い
て
、
法
の

仙
倍
－
U
H
鳴
を
主
現
す
る
法
ん
d
p

イ
的
な
一
点
在
を
苓
】
一
の
外
に
置
き
、
＋
工
へ
効
冷
乞
経
般
的
次
一
元
に
山
叫
に
し
て
考
策
FJ4伝
道
ヤ
財
布

A

心
机
経

と
は
十
良
一
3
匂
一
決
に
述
べ
た
」
う
に

学
際
的
一
ぱ
遊
中
付
先
に
お
レ
L

ぽ

道
ど
は
多
一
な
外
約
一
見
向
の
機
能
抗
運
即
応
心
部
け
や
L

し

て
捉
え
ら
れ
、
選
｛
j
を
促
進
し
又
は
出
正
口
す
る
要
因
士
実
計
約

r分
析
「
る
こ
と
に
よ

η
、
制
反
心
的
え
る
田
川
忠
を
Mm決
し
、
実
効
性

E
R
U
主、

守
主
ト

機
能
的
で
は
的
障
M
的
な
一
汗
い
の
辺
川
J

デ
一
積
極
的
に
許
判
ず
る
刊
行
会
i
字
的

一
心
代
化
川
い
お
心
中
」
山
市
生
さ
せ
る
昌
一
本
史
観
に
繋
が
り
か
ね
ず
、

1
V
1
一川める一」
J
u
m
d
可
能
J
一
仕
る
と
ッ
ヤ
え
b
れ
ス
コ

し
か
L
、

多」昨日
J

品
川
粧
の
り
ハ
ヰ
存
、
中
保
誌
寸
る
、
も
の
で
は
な
い
わ

ー
／
け
わ
け
、

校
以
変
革
的
な
公
，
K
M
P
L
六
時
叫
迎
在
と
し
、
機
隠
す
る
J

は

お
る
べ
き
b
f
会
秩
凶
J

の
？
い
レ
ー
や
り
持
針
ー
と
片
付
た
ず

宮山バて

川
門
的
と

現
状
の
干
ヤ
ヅ
ア
の
み
に
ム
氏
主
JK
巾
て
れ
ば
、
現
告
の
配
分
な
闘
，
心
化
、
1

将
来
ヘ
向
日
て
、
資
均
利
用
と
賢
一
間
負
担
の
配
分
JE牧
討

す
る
公
L
T

ハ
的
な
設
前
の
打
人
出
川
は
矢
わ
れ
て
、

J
1ム
ノ
戸
こ
の
状
況
の
ト
で
は
、
法
ば
持
ね
ん
ぜ
ん
＆
利
害
関
心
中
知
体
簡
を
持
つ
ず
ク
タ
？
耐
の

政
治
的
U
V
け
引
き
の
対
象
一
な
h
、
「
法
の
政
治
化
が
造
反
す
る
。

し
た
が
っ
て
、

}Jj 

1犬
。コ
→ 目ぃ

述
終
始

る
ネi
／＼ 

平J
f 

的
ijよ

i霊
γ 
剖｜

究
刀、

力
＝ゾ込
1・1,IJ 

l冷
メ、
Yじ

規
範
的
に
も
週
、
ま
し
く
な
い

t
す

れ
リ
弘
、
一
住
宅
起
科
に
し
と
の
法
」
は
、
寸
法
一
り
政
治
化
」
に
対
ず
る
法
内
有
山
川
同
州
市
の
村
人
検
z
f
一A
刊
し
り
も
り
と
し
て
、
構
思
さ
れ
な
け
れ

い
い
な
ら
な
い
u

こ
れ
は
、
法

r
政
策
が
融
台
し
、
合
法
性
ー
が
一
11
当
性
l

の
確
定
的
保
ー
処
ら
J

ぼ
ら
な
い
一
心
7U的
状
記
の
一
、

u
t
体

訂
正
誌
に
民
わ
る
白
涯
批
准
へ
献
が
砕
リ
し
て
レ
な
レ
と
す
れ
ば
、
形
式
性
一
γニ
較
す
に
た
法
JA科
に
お
レ
て
、

規
範
舵
妥
当
注
を
ど
わ
よ

＇；；」人法学 l河口＇ lil）山［2iil'i＇弓、



う
い
川
批
ぇ
、
つ
れ
ゐ
か
と
い
う
謀
料
三
あ
る
じ

M 

ンド

内～
只1)

ー
政
策
過
日
刊
と
し
て
の
法

の
法
山
U
J
仏
的
統
制

日
杭
ん
ー
な
規
範
市
の
試
み
は
、
九
ハ
い

nf代、
本
軍
で
…
目
前
論
さ
れ
ず
人
規
範
的
な
道
マ
訪
日
中
に
見
出
す
こ
こ
が
で
き
る

U

例
え
ば
、

／ 

ク

（司】
ipHFT）

止
当
性
L

論
、
一
公
止
」
論
、

日h
注
コ
ア
ル
」
論

【
同
］
〕
へ
と

じ〉

ヂ
エ
ノ
ー
ス

r, 
cヲ

じ〉

り小山部門

下位
J

で
あ
る
c

紙
帽
の
祁
合
一
、
こ
こ
で
は
い
相
互
の
比
較
に
は
？
リ
ー
勺
人
ら
な
い

、
ア
れ
ら
諸
純
弘
酬
は
法
認
識
及
ひ
ー
ヮ
法
論

に
お
レ

L11思
L
、
百
有
の
妥
当
記
判
と
阪
泌
を
持
つ
よ
う
に
U

山
い
わ
れ
る
一
中
純
化
を
不
知
の
一
で
、
法
認
識
に
お
け
る
辺
科
1
心
同

制
依
し
じ
同
川
、
三
三
叫
に
お
け
る
機
能
的
情
造
／
仏
J

ボ
）
的
と
い

H

ユ
一
ワ
の
許
川
制
古
川
い
る
と
、
例
え
ば
、
一
渦
程
志
向
機
能
的
一

ヨ
ヂ
工
イ
ス
の
u
官
坤
モ
ヂ
ル
は
い
位
f
M
e
i

リ
日
生
じ
、
協
々
が
『
出
掛
叫
な
ロ
川

γ

一
で
は
白
羽
性
が
減
じ
ら
れ
、

山
村
山
内
十
L

花
的
判
涜
似
の
！
？
ペ
右
目
γ

主
什
と
す
る
フ
フ
ン
ケ
り
理
命
は
「
滴
位
忘
FM
伴
f

糸
約
て
あ
る
が
、
珂
念
的
で
実
社
凶
難
で
め
る
出
ゃ
炉
問
題
と
な
る
、
｝
の
よ
う

に
、
川
や
一
論
主
ア
ル
（
り
勺

rLコがい
h
A
識
者
の
基
底
的
な
淘
絶
叫
問
、
り
相

r屈
と
反
咲
い
、
畑
山
川
糾
い
を
免
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
こ
て
必
以
と
さ
れ

る数l"ill日漂境保内条約C)'J：効包

る
の
は
、
機
能
的
制
定
の

f
、
多
一
な
制
他
伎
を
手
五
、
）
つ
つ
、
公
共
的
τ叫
ん
は
さ
を
形
成
す
る
ん
法
の
快
討
で
あ
り
、
条
約
す
、
民
、
主
跨

士
、
え
れ
や
は

よ
る
正
当
化
と
、
議
論
三
味
介
ャ
る
す
ヘ
師
的
な
主
義
＼
の
刊
拠
と

1
コ
一
つ
の
割
削
山
店
主
妥
と
な
る
つ

は
、
議
論
、

rt
汗
化
、
許
証
航
／
一
い
う
集
川
的
フ
口
ヒ
ス
を
平
視
し
、
ム
じ
い
F
u

子
続
の
公
正
吉
に
よ

性
が
認
め
ら
れ
、
人

U
6内
容
が
胤
純
化
さ
れ
る
と
い
う
構
成
士
義
的
z汗
比
解
を
援
部
ず
る
多
数
凶
司
川
崎
議
保
護
条
約
の
辺
氏
に
お
い

（

』

c
c
t乍
－

心
正
当

ザ、条
約
の
主
施
折
K

「J

「
八
百
ん
じ
）
己
記
が
山
内
抗
3
v札
、
ひ
か
る
実
践
の
集
積
は
約
位
置
一
の
宮
点
門
前
ム
ー
魚
を
構
成

、－

L主

わ
γ
九
M

｝
守
九
じ
由
起
の
正
J
W

」
糾
れ
は
子
絞
り
公
ー
止
、
「
に
伎
存
し
て
い
る
n

M

中
に
、
条
約
で
は
、

ム
o
J
Q
〉」

叉
ム
J

亡、

：
↓
！
l
 

コ
ン
セ
ン
サ

ス
セ
げ
山
本
と
し
コ
つ
、
最
彼

U
T段
1
Y
L

し
て
多
数
決
を
認
め
て
い

げ法
υ
吊
は
コ
ン
セ
ン
ωリ
ス
が
旧
い
ら
れ
、
合
意
形
成
υ
一
川
秤
に
お

ワ
フ

越
境

（阪人比羊 C7 lにI:11 c2川7s l 



r児

日
る
ア
欲
的
笥
4

3
2三
及
び
透
明
性
一
？
主
校
汽
れ
E
Lい

v
J
↓

一

一

六

分

ド

ゎ

L
U仏
，
心
過
料
心
主
主
一
川
は
は
特
に
先
注
国
と

退
ト
川
門
の
利
ι

口
対
立
を
両
日
以
と

L
仁
沼
わ
れ
る
こ
と
か
い
っ
、
制
限
っ
き
多
数
？
札
の
ほ
い
刷
、
条
約
実
施
機
関
に
お
け
る
代
衣
性
心
帯
保
等

J、
l附

に
よ
り
、
途
上
凶
の
泌
響
力
仁
使
の
機
会
が
高
り
ら
れ
て
い

を
だ
倒
的
に
似
障
す
る
た

さ
ら
に
、
討
議
へ
の
宝
上
M
刊の

め
、
途
上
河
川
氏
哀
の
察
局
安
川
の
魚
川
：
会
設
の
司
吋
羽
伝
の
抑
引
j
t
J
に
J
u
u

配
口
僻
さ
れ
て
い

制
皮
川
一
〈
り
守
山
譲
一
只
血
相
に
お

い
て
は
迎

H
手

続

三

5

の
保
障
が
確
保
さ
れ
て
h

る

（
不
）
遵
守
手
続
に
お
い
て
は
、
波
中
立
庄
一
り
烹
i
L

th明
の
機
会
の
山
内
陸
、
賠
訴
の
抑
止
、
合
来
日
制
密
の
保
護
、
不
道
山
寸
と
川
川
応
川

MmハV
均
衡
性

じ
よ
り
、
当
事
者
の
引
が
に
立

！
」
な
考
慮
が
弘
わ
れ
る
〈
こ

U
J
う
に
、
制
度
に
円

U
G！
止
制
約
・
標
準
的
な
法
述
川
町
い
お
し

；｝と
il二
／ 

、ノノ

正
当
化
作
用
と
果
た
す
こ
と
が
期
付
さ
れ
て
い

政
策
治
日
牲
の
ば
し
い
，

ι当
化
に
院
す
る
第
一
の
側
内
、
は
、
折
人
晴
的
な
一
悼
会
的
介
在
／
コ
ン
セ
ン
サ
ス
一
に
基
づ
く
議
論
の
株
式
を
、

正
当
化
り
h
y、
様
、
｝
丸
山
札
え
る
も
の
一
で
あ
る
。
同
際
環
境
、
ぷ
に
お
い
て
は
、

η
J句
会
議
を
犯
桝
料
、
と
し
て
、
凶
科
環
坊
伝
に
凶
有
心
伝
原

則
」
が
守
以
し
、
多
数
同
開
条
約
の
ハ
正
巳
V

及
び
定
泊
に
お
い
て
、
点
的
出
戸
幻
を
J

え
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
ぃ

か
か
る

1

法

原

般
原
則
」
と
は
異
な
り
、
原
則
ネ
れ
自
体
に
法
的
拘
沢
心
は
認
め
、
り
れ
や
、
古
ニ
H
的
で
、

議
論
や
交
渉
の
枠
組
み
を
設
定
す
る
も
の
し
r
一d
罰
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
よ
う
な
原
則
は
、
別
府
内
い
に
お
け
る
社
会
の
蒸
訪
問
姉
佐
主
体

H:J 
l主

般
凶
円
際
法
ー
の
原
則
又
は

ー
法
の

羽
L
、
1

急
速
に
変
化
す
る
吐
会
の
巾
に
あ
う
て
棺
当
性
ヰ
備
え
た
（
弓
2
1
2
5
7
r
一

／
七
／
サ
ス
の
表
羽
物

つ
い
て
の

政
治
的
・
什
会
的
伝
コ

E
ら
に
、
政
策
リ
作
が
社
会
的
ム
円
意
」
ピ
支
え
り
れ
る
限
り
で
は
ん
効
的
で
あ
る
こ
「
れ

ば
、
少
な
く
J
J
3
、

~lj 
；土

原
則
の
川
汎
範
的
山
之
問
、
と
同
町
、
り
三
リ
グ
屑
ず
る
J

伏
先
は

t
当
化
さ
れ
る
余
地
は
注
い
u
も
っ

J
4
u
、

規
範
J
実
践
の
仰
い
庄
作
川
市
け
中
で
丈
一
以
的
に
確
定
さ
れ
て
い
く
持
ム
丁
却
均
的
了
解
で
あ
る
と
す
札
ば
、

戸
川
際
環
境
川
氏
原

原
則
の
意
義
ば
伍

4η
制

度
士
六
し
ド
4
4
什
一
政
法
程
と
不
A
1
4
分
の
関
係
に
た
る
一

原
則
に
基
づ
く
合
意
形
成
古
川
正
泌
す
る
に
は
、

原
則
心
耳
論
的
出
円

〆手一、一
r
J
f
L

、

J
i
γ

：
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［
立
を
検
討
1

げ
て
、
そ
の
一
般
的
t

」
ヴ
拾
を
明
っ
か
に
す
る
と
共
に
、
個
々
の
条
約
制
改
に
お
け
る
べ
手
者
相
互
の

f
併
を
、
制
法
の
H
ハ
休

的
川
注
目
に
即
ー
～
て
ロ
品
極
め
る
必
授
が
為
る
。

以
上
の
払
う
に
、
「
政
策
過
程
と
し
て
の
法
は
、
「
過
紅
一
白
川
｜
叫
刊
誌
的

で
あ
る
が
、
公
正
な
討
」
叫
に
よ
h
確
定
き
れ
て
い
：

明
か
れ
J
J
l

原
則
や
想
定
す
る
こ
J
汁
ー
よ
り
、
共
通
の
川
刷
版
基
準
心
選
択
を
伴
う
ベ
↓
前
九
珊
ほ
λ
を
主
仰
す
る
も
の
で
忘
る
。
、
｝
り
ょ
う

λ
位
決
定
員
却
刊
の
ひ
刈
化
は

に
刻

γ
る
ヴ
設
業
で
は
な
い
が
、

HrMる
刻
角
に
瓦
づ
き
、

八
ザ
ハ
リ
な
止
病
人
間
を
叫
昨
保
す
る
と

の
政
治
化
ー

め
の
樹
皮
設
工
γ
↓
円
相
（
討
し
、
公
共
約
三
空
前
様
式
の
柿
級
化
。
か
苅
ら
、
れ
る
な
ら
ば
、
協
h
り
が
一
規
約
↓

と
L
て
戸
又
袋
、
さ
れ
、
自
党
問
山
一

こ
と
が
照
待
、
メ
れ
る
〈

第
一
節

政
策
迅
村
と
し
て

む
議
出
実
効
排
出
合
評
臼
す
る
問
点

よ
佑
り
い
れ
ム
六
、
心
働
き
か
け
を
草
枕
し
、
法
日
的
の
い
ス
現
ピ
川
凶
る
に
は
、
関
係
当
事
者
の
協
力
の
山
判
決
心
み
な
り
ず
、
効
率
引
と
衡
ヰ

柱
、
公
的
規
制
と
秘
的
規
制
の
烹
炉
、
条
約
相
互
同
一
り
協
一
一
・
州
幣
等
、
制
ぱ
設
計
二
悶
わ
る
か
す
山
的
な
ゴ
問
題
を
統
合
的
に
険
託
す
る

る数l"iii日漂境保内条約C)'J：効包

(iffi 

の

誕i

｝込

町
て
十企
E干
す

臼

y 

J’ 

阪人ιζ羊 "' '.1 :s:n :1:i c21：、什7

必
支
が
あ
る

v

ぶ
日
却
に
お
い
亡
は
、
問
川
砲
の
所
存
u
q

脂
持
オ
る

効－
7
什
と
衡
立
性

政
策
過
程
と
し
て
の
法
L

は
与
託
さ
れ
た
指
針
に
従
っ
て
、
い
以
後
被
続
的
な
山
は
だ
を
じ
い
、
公
共
的
な
間
法
解
決
を
似
る
過
科
で

京；あ

をる
Jく
店主 ご

長の
寸、ょ
脅う
fll ，注

で高七

五詩夫J 、
－~~ ＞.と
を！＼＇I

五主主 ザJ

笠は
る，之
さ過
つ キエ
1主 J干

すち ' 
I"¥ J1 

lfl ：、
効て
景：：主
分、

析で
わ～ 決ソJ

&: 豆長

'# :11 
' ([ .'::_ 

Jリ江 出件

·~ frll 
二 系

j小計l

ぷ今一、
件等
与し 人
司l '... 

宇ゴ

与、

(t 

自己

氾
賛
同
川
三
円
以
大
！
刈

分
に
潟
ず
る
恒
恒
判
阿
ば
刊
遣
さ
れ
て
い
る
ア
め
、
資
源
配
分
兵
／
一
伴
内
ノ
決
定
に
お
い
γ
は
別
注
、

rι
義
－
A

段
平
の
主
川
端
中
小
一
片
ソ
屈
す
る
必

苫
際
社
九
日
に
お
レ
し
は
、

ク
口

l
パ
ル
ぷ
完
全
市
場
も
志
家
に
？
に
い
ヲ
る
政
治
的
権
威
も
想
定
で
き
ず
、
効
求
刊
と
疋
義



r児

の問一日開
J

ど

般
的
に
前
fJる
条
件
は
ド
ハ
汁
在
し
て
い
な
い

ν

い
か
し
、
多
数
国
間
諜
境
保
設
条
約
に

K
い
て
は
、

規
制
に
作
品

J

芦
田
一
村
効

岡本町一
J

門
町
大
化
h
f
、
凶
内
助
の
安
い
い
川
相
山
，
M
効
果
が
亘
視
さ
れ
る
一
方
、
非
対
称
的
な
当
事
者
刊
に
お
け
る
「
た
い
こ

へ
の
肘
山
地
ー
も
雨
裟

t
な

J、
l附

る
」
川
川
え
は
、
ヨ
粉
々
す
…
一
性
条
約
に
お
い
て
は
、
法
じ
い
資
源
の
移
松
を
相
自
の
ん
す
ロ
ト
九
一
安
ね
、
い
な
沖
約
イ
、
〆

yr
、三
i
j
d
q

プ
を
似
進
し
つ

つ
、
公
正
か
つ
鮫
ド
ぽ
配
分
i

に
潟
す
る
一
川
際
指
〈
引
い
か
検
討
、
？
一
刈
J
L

い
る

戸
刊
早
立
条
」
。
空
た

般
に
、
河
ノ
行
汚
配
分
。
効
半
件

に
つ
い
と
は
争
い

条
約
剰
反
を
が
し
て
み
上
司
J

に
i
t
桁
移
転
及
び
資
金
供
与
を

h
h
除
に
は
、
古
か
る
持
政
均
心
ハ
組
問
ト

fm

一弘一

組
と
～
ハ
ゆ
る
c

｝
川
一
々
の
規
制
初
度
の
判
的
J

完
成
え
た
再
配
分
は
み
刻
午
り
お
で
丸
山
る
と
の
杓
摘
も
あ
る
が
、
援
助
ケ
↓
以
寸
一
り
お
な
も
の
に
昨
め

る
こ
こ
に
よ
わ
、
条
約
日
計
炉
開
害
さ
れ
る
場
合
も
あ
わ
、
現
実
に
は
、
包
γ

情
的
な
能
h
川
止
明
日
で
と
反
行
4
7件
判

hv
結
び
合
わ
せ
亡
、
援
助

（円

（
山
♂
効
果
乞
高
め
る
丁
ド
十
ん
が
必
安
と
は
？
匂
コ

公
的
規
制
と
私
的
取
引
い
局
制
J
心
交
鈴

ハM
4小
、
条
約
が
犯
人
心
行
為
ぽ
制
乞
片
的
と
「
る
場
合
に
は
、
凶
家
が
iv
出
ふ
り
恨
の
拍
邑
に
よ
り
条
約
心
凶
山
門
的
安
比
地
主
博
保
す

る
も
の
と
手
れ
、
事
業
喜
ば
凹
山
口
広
上
（
U
規
制
の
存
体
と
い
張
、
え
り
れ
て
い
ー
に
「
｛
ぷ
γ
し
、
近
年
の
環
境
保
護
条
約
て
は
、
事
業
者
の
参

7UP富
山
内
幻
の
÷
～
施
工
段
之
、
〕
て
桧
他
的

rlw円
ぺ
つ
け
て
、
そ
の
む
骨
折
V

一J件
や
行
助
指
針
が
検
討
3
れ
る
よ
人
ノ
に
な
っ
て
さ
入
九
二
一
の
、
仏

－w一

つ
な
変
代
は
、
環
境
政
災
の
実
胞
に
ふ
ね
い
て
効
率
性
宇
一
重
続
、
二
叫
ん
済
的
手
法
山
利
用
を
指
析
に

F
る
同
際
的
な
助
川
と
対
応
す
る
し

済
的
手
訟
は
「
｛
市
場
限
引
ピ
中
奈
川
下
て
い
る
J

N
吋
治
体
に
利
用
一
口
ふ
暗
注
目
氾
択
肢
の
賛
同
社
効
果
に
影
響
を
は
札
一
は
一
；
こ
乙
に
よ
り
、

れ
ら
の
ち
体
が
一
以
境
に
望
ま

L
い
行
財
を
と
る
も
で
つ
侭
匙
ず
る
捻

E

Yニ
｛
忠
義
さ
れ
、
事
来
者
の
城
境
保
護
費
い
い
［
川
の
負
担
を
軒
減

L
、

い
引
済
fψ
肢
を
川
明
書
L
J

る
こ
二
ぽ
く
、
よ
り
受
用
対
必
mポ
の
門
司
い
原
境
管
立
を
江
成
子

272一
め
、
－
徐
々
な
分
貯
で
削
い
ら
れ
て
い
る
n

M
W矧
誠
元
首
に
お
い
て
も
、
川
周
到
の
州
司
閉
山
刈
効
果
を
考
帰
し
て
、
排
出
量
取
引
、
土
ハ
叶
実
崎
、

じ
［） 

J
H
ぬ
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
長

（ 
ノ

一
方
叶
」
平
告
と
す
る
）

JA3
と
も
、
事
業
者
心
庁
巾
！
な
期
待
を
川
T
刊
誌
し
、

u
h
人
肝
心
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法
律
関
係
の
十
三
一
心
十
一
図
り
つ
つ
、
万
誠
一
攻
引
と
設
定
評
戸
的
と
の
称
合
性
を
確
保
で
き
る
し
小
は
談
m
E
r
な
る

r

例
え
ば
、

C
U
M
ブ
口

ジ
ゴ
ク
ト
の
実
施
過
程
に
お
い
て
、

事
ム
浪
者
の
m刊
誌
打

dTM況
は
な
仕
s
ず
、
手
続
的
保
陣
は
八
刀
で
は
な
い
〉

ま
三
、
日
ロ
姉
期
限
は

川
町
七
さ
れ
ず
、
厳
格
↓
な
審
伝
に
よ
り
、
込
濯
な
此
｛
疋
が
同
市
い
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
ラ
さ
ら
に

* ., 

示J

に
お
い
て
は
、
市
事
牛
山

の
ぷ
資
保
一
設
の
た
め
の
救
済
千
ぷ
は
f
止
め
ら
孔
て
い
立
い
。
事
業
者
に
〕
d

る
昨
日
出
削
減
市
や
三
思
軒
先
川
円
一
弘
γ
の
不
正
む
A
刊
に
い
刈
し
、

か
な
る
川
VJ
附
川
が
治
則
さ
れ
る
か
は
土
主
で
あ
り
、

松
山
削
減
車
け
い
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
議
論
が
分
か
れ
て
い

池
方
、
投
資
の

以
括
性
と
ι
出
来
ァ
日
ジ
L

ク
？
の
地
理
的
配
分
の
衡
山
ア
汁
は
必
ず
し
も

致
し
て
レ
な
い
じ
こ
、
れ
ら
は
条
約
に
来
月
ノ
ノ
、
出
店
却
と
な
ん
的
取

引
間
以
係
と
の
交
錯
に
円
J
U
司
て
井
町
じ
る
寸
法
町
古
白
一
で
あ
る
－
条
約
心
中
k
t
湖
吟
ハ
ザ
確
保
と
工
つ
観
点
か
ら
は
、
事
業
省
の
リ
ス
ク
を
M
H

ば
L
、
イ
ン
ピ
／
一
ア
ノ
フ
ピ
強
化
し
つ
つ
、
条
約
日
的
役
阻
行
し
な
い
よ
う
な
調
援
ト
宝
M
C
枚
寸
い
が
い
吋
裂
し
し
な
る

ν

条
約
相
区
間
の
調
整
・
協
働

近
年
、
日
時
治
伝
護
条
約
祖
止
の
泣
制
心
豊
懐
又
は
ほ
触
が
問
題
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
わ
条
約
の
規
制
の
重
伎
は
財
政
的
、

行
政
的
J
A
は
技
術
的
資
源
ー
ピ
以
費
し
、
凶
際
保
坂
民
全
段
、
り
ふ
干
効
性
十
ど
い
悦
な
う
お
Z

れ
が
あ
る

J

ま
た
、
条
約
の
恥
触
は
郎
釈
疋
ひ
実

る数l"iii日漂境保内条約cJ・i：効包

l~J 
11：、

主？

亡
；主

主
約
の
.JJ¥ 
f:!I! 
l主
同

体
的了汁
ヰナ

』亡

阪人比羊 C7 l妬 I:1に c2r•什7 s 

仕
拙
い
不
情
実
性
白
γ
C
4
υ
4
J
J
V
J
F
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

c
r
m
ぃ、
V
か一
υ

一%、

／

f
J
 

い
ず
れ
の
条
約
4

読
ん
訟
の
過
し
庁
が
要
先
さ
れ
る
か
と
い
ち
問
題
い
以
殺
す
る
も
の
と
抗
え
ら
れ
、

そ
の
他
の

「
批
触
」

の
川
江
厄
什
は
検
討

さ
れ
て
、
」
な
か
っ
七
。
条
約
義
務
心
抵
触
ぐ
い
う
一
ぃ
怠
て
さ
え
、
条
約
法
条
約
に
お
い
亡
、

kl吠
j

こ
し
て
媛
妹
ぜ
あ
る
一
v対
抗
手
、
れ
て

v、

こ
の
よ
う
な
条
約
憎
互
の
税
制
続
四
心
誠
一
一
は
、
狭
義
心
去
律
学
の
÷
ー
は
さ
は
な
い
が
、
「
以
内J

が
原
同
制
と
い
う
十

院
か
ら
牛
じ
て
い
る
こ
す
れ
ば
、
川
尻
制
効
果
り
不
確
五
性
乙
い
う
リ
ス
ク
を
低
減

4
0
J

る
之
氏
、
一
統
台
前
こ
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的
な
ア
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日
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検
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る
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じ
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と
め
の
次
的
校
法
に
言
及
い
つ
つ
、
問
m
E
の
解
決
に
は
、

1

川
見
境
ガ
パ
ナ
ン
ス
と
い
っ
多
冗
的
で
助
態
的
な
不
ァ
ト
ワ
ク
の
構
築

が
必
変
で
為
る
、
一
ー
ピ
？
品
川
断
的
視
点
を
桂
子
ぶ
L

い

ー
述
の
よ
う
に
、
応
境
均
パ
ナ
〆
ス
L

ヒ
ー
ピ
？
概
念
の
作
賞
及
び
射
程
は

J、
l附

十
本
だ
明
ア
か
て
は
な
い
っ

L
か

L
、
個
々
の
条
約
に
お
け
る
法
的
規
制
の
明
確
化
又
は
強
化
が
只
体
的
同
志
の
制
決
に
結
び
つ
か
な
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、
法
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規
制
。
下
、
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、
町
々
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約
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え
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仁
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え
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れ
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’
乙
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検
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γ
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t
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摘
し
た
c
多
数
回
阿
川
九
州
政
似
護
条
約
は
、
一
む
よ
う
な
タ
イ
ブ
ミ
て
ム
心
中
で
ヨ
成

L
、
共
通
の
葉
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－
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／
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台
↓
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友
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械
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環
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／
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司
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仰
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司
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／
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湯
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、
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わ
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叫
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司
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仕
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什
公
の
組
織

メ
の
よ
う
ヨ
州
会
は
、
あ
る
い
は
札
i

主
的
な

化
」
の
ふ
て
と
な
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、
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／
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／
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司
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／
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司
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台
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境
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司
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滅
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／
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台
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検
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円
一
り
、
ノ
一
一
九

J

ご
J
一
法
人
怖
の
話
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定
に
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り
間
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見
解
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ト
J
て
、
（
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C
2
u
一
円
｝
侍
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門
戸
4
M
M
4
2
h
E
P
叶
白
山
多
数
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山
朱
約
ペ
J
b
7
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宮
、
約
九
総
化
さ

れ
、
｛
之
町
川
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川
口
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開
催
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れ
に
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、
法
人
格
九
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作
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わ
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よ
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C
h
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、
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E
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C
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一
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予
三
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2
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h
f
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E
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3
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］
伴
注
じ
消
川
お
な
4
J
U
所
ピ
一
刀
ナ
も
の
一
－
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句
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史
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仇
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－
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－
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－
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｜
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司
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／
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叶
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蛍
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草
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♂
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